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ねらいと成果

　安全・安心志向の中で、軟弱野菜では硝酸イオン

濃度の低いものが求められている。一般に、夏季の

高温時に栽培される軟弱野菜の硝酸イオン濃度は高

くなる。そこで、細霧処理を行うことによるコマツ

ナの葉温の低下効果と品質への影響を検討した。そ

の結果、細霧処理により１日の最高葉温、最高地温

が低下し、コマツナの硝酸イオン濃度が減少した。

その上、ビタミンＣ含量が高まることが明らかに

なった。

内　容

１　７月６日から７月２８日の栽培期間中、晴天日の

９時から１７時の間、地下水（約１８℃）を１０分間隔

で１５秒間の短時間細霧処理を行った結果、コマツ

ナの葉身部の１日の最高葉温が３４．１℃ で無処理

に比べて平均４．７℃、地下５ cm深部の最高地温は

３０．０℃で平均３．６℃低下した。なお、最低葉温、

地温については細霧処理を行ってもほとんど低下

しなかった。また、試験を実施した２３日間におい

て、１日の最高気温が３０℃未満の日は２日間のみ

であった。

２　地上部の株重は細霧処理と無処理とではほとん

ど差はなかった。軟弱徒長や葉色等の外観品質に

も差がみられなかった（図１）。

３　コマツナ体内の硝酸イオン濃度は細霧処理によ

り無処理に比べて葉柄部では約３０％、葉身部は約

２０％の減少がみられた。一方、ビタミンＣ（アスコル

ビン酸）含量は細霧処理により約２０％増加した（図

２，３）。細霧処理による低硝酸イオン濃度などの品

質向上はコマツナの温度ストレス軽減効果によると

考えられる。

　　　　　

普及上の注意事項

　今回試みた短時間の細霧処理では品質低下は認め

られないが、より長時間の処理では軟弱徒長になる

場合があるので、注意が必要である。
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８　夏季の細霧冷却処理がコマツナの品質に及ぼす影響

図１　細霧処理がコマツナの生育に及ぼす影響

図２　細霧処理がコマツナの硝酸イオン濃度に及ぼす影響

図３　細霧処理がコマツナのアスコルビン酸含量に及ぼす影響


